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この紙面は、
大阪樟蔭女子大学
PR企画として
掲載しています。
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樟 

蔭

新 

聞

　

樟
蔭
学
園
は
１
９
１
７

年
、
樟
蔭
高
等
女
学
校
と
し

て
歴
史
の
第
一
歩
を
刻
み
始

め
る
。
当
時
か
ら
若
い
女
性

を
魅
了
し
た
の
が
モ
ス
グ

リ
ー
ン
の
袴
だ
っ
た　

▼
そ

の
姿
に
憧
れ
た
１
人
の
少
女
が
文
学
を

志
し
、
大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
の
前
身
で

あ
る
樟
蔭
女
子
専
門
学
校
国
文
科
に
入

学
す
る
。
の
ち
に
『
感
傷
旅
行
』
で
芥

川
賞
を
受
賞
す
る
田
辺
聖
子
さ
ん
で
あ

る
。
も
っ
と
も
憧
れ
の
袴
も
戦
時
中
は

は
く
こ
と
は
か
な
わ
な
か
っ
た
。
戦
局

が
厳
し
さ
を
増
し
、
女
性
は
「
も
ん
ぺ
」

姿
と
な
り
、
袴
は
禁
じ
ら
れ
た
か
ら
だ

　

▼
そ
し
て
、
戦
争
と
い
う
暗
い
時
代

を
経
た
４９
年
、
大
阪
で

女
子
専
門
学
校
か
ら
昇

格
し
た
三
つ
の
女
子
大

学
の
一
つ
と
し
て
４
年

制
女
子
大
学
へ
と
発
展

し
た
。
戦
後
、
袴
は
卒
業

式
な
ど
で
は
く
第
２
制
服
に
な
る
が
、

多
く
の
学
生
は
袴
を
ふ
く
ら
は
ぎ
が
隠

れ
る
丈
で
は
き
、
黒
の
ス
ト
ッ
キ
ン
グ

に
黒
の
パ
ン
プ
ス
を
合
わ
せ
る
よ
う
に

な
る
。大
正
・
昭
和
初
期
の
モ
ダ
ン
ガ
ー

ル
の
時
代
か
ら
、
お
し
ゃ
れ
に
敏
感
な

同
大
学
の
学
生
ら
し
く
、
袴
の
丈
も
時

代
に
応
じ
て
変
化
し
て
い
っ
た　

▼
今

年
創
立
１
０
０
年
を
迎
え
る
樟
蔭
学
園

は
文
字
通
り
、
女
性
美
と
と
も
に
歩
ん

で
き
た
。昨
年
は
被
服
学
科
を
改
称
し
、

４
年
制
大
学
で
初
め
て
「
化
粧
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
」
を
学
科
名
に
取
り
入
れ
た
。

２
０
０
２
年
に
明
文
化
し
た
建
学
の
精

神
に
は
「
若
々
し
き
知
性
よ　

こ
の
無

窮
の
大
空
を
翔
け
よ　

優
し
き
虹
の
環

を
も
っ
て
地
球
を
包
め　

志
は
玉
よ
り

も
清
ら
か
に　

笑
顔
は
花
よ
り
も
美
し

く
」
と
記
し
た
。
創
立
者
、
森
平
蔵
の

思
い
で
あ
る
。

　

樟
蔭
学
園
は
創
立
者
の
森
平
蔵
が

１
９
１
７
年
、
当
時
ま
だ
大
阪
で
は
十

分
で
は
な
か
っ
た
女
子
中
等
教
育
の
状

況
を
憂
い
、
私
財
を
投
じ
て
設
立
し
た

樟
蔭
高
等
女
学
校
を
源
流
と
し
、
今
年

創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。「『
高

い
知
性
』
と
『
豊
か
な
情
操
』
を
兼
ね

備
え
た
社
会
に
貢
献
で
き
る
女
性
の
育

成
」
を
掲
げ
る
建
学
の
精
神
は
い
ま
も

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
に
脈
々
と
引
き
継

が
れ
、
こ
れ
ま
で
１０
万
人

を
超
え
る
多
彩
な
人
材
を

輩
出
し
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
時
代
は
い
ま

混
迷
の
色
を
深
め
、
予
測

不
可
能
と
も
言
わ
れ
ま

す
。
２
０
３
０
年
ま
で
の

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
「
美  

Ｂ
ｅ
ａ
ｕ

ｔ
ｉ
ｆ
ｕ
ｌ
」
を
提
示
し
た
の
は
学
園

の
歴
史
と
伝
統
を
引
き
継
ぎ
つ
つ
、
急

激
な
変
化
の
波
に
さ
ら
さ
れ
る
現
代

社
会
の
課
題
に
対
応
で
き
る
大
学
像

を〝
見
え
る
化
〞す
る
狙
い
が
あ
り
ま

し
た
。

　

将
来
に
向
け
て
本
学
が
目
指
す
も
の

は
何
か
。
そ
れ
は
知
性
・
情
操
・
品
性

と
い
う
三
つ
の
「
美
」
を
兼
ね
備
え
た

社
会
の
要
と
な
る
人
材
を
育
て
、
文
字

通
り
「
美
」
を
通
し
て
社
会
に
貢
献
す

る
大
学
に
な
る
こ
と
で
す
。
た
だ
し
、

こ
こ
で
言
う
「
美
」
と
は
単
な
る
外
見

上
の
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
内
面
か

ら
醸
し
出
さ
れ
る
美
し
さ
。
教
養
が
あ

り
、
立
ち
居
振
る
舞
い
に
品
が
あ
る
洗

練
さ
れ
た
「
美
」
を
意
図
し
て
い
ま
す
。

　

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
の
一
環
で

２
０
２
０
年
度
に
は
「
美
科
学
研
究
所

（
仮
称
）」
を
開
設
し
、
外
面
美
か
ら
内

面
美
ま
で
多
様
な
美
を
軸
に
し
た
教
育

研
究
を
展
開
し
ま
す
。
女
性
美
の
可
能

性
を
全
学
部
学
科
で
学
際
的
に
追
究

し
、
優
れ
た
人
材
と
研
究
成
果
を
社
会

に
還
元
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

い
よ
い
よ
人
口
減
少
社
会
に
突
入

し
、
高
等
教
育
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳

し
さ
を
増
す
ば
か
り
で
す
。
こ
う
い
う

状
況
だ
か
ら
こ
そ
女
子
教
育
が
輝
く
と

前
向
き
に
と
ら
え
、
大
阪
樟
蔭
女
子
大

学
で
あ
る
こ
と
の
意
義
が
問
え
る
の
だ

と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

少
子
化
や
超
高
齢
社
会
と
い
っ
た

２１
世
紀
型
の
諸
問
題
に
対
し
、
時
代
は

キ
ラ
リ
と
光
る
女
性
の
感
性
を
求
め

て
い
ま
す
。
ど
ん
な
局
面
で
も
「
自
ら

考
え
、
主
体
的
に
判
断
し
て
行
動
す
る

力
」「
変
化
に
対
応
す
る
し
な
や
か
な

力
」
を
有
す
る
人
材
を
社
会
に
送
り
出

す
こ
と
が
本
学
に
課
せ
ら
れ
た
重
要
な

責
務
で
す
。
２
０
３
０
年
に
向
け
、
大

阪
樟
蔭
女
子
大
学
は
着
実
に
歩
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

樟蔭学園抄

新
時
代
に
光
り
輝
く

女
性
の
感
性
を
育
て
た
い

グランドデザイン「美 Beautiful」を発表グランドデザイン「美 Beautiful」を発表大阪樟蔭女子大学
北尾 悟学長

 大阪樟蔭女子大学 グランドデザイン
「美 Beautiful 2030」公開講座・シンポジウム

2017/11/11㈯ 14：40～16：10（90分）
公開講座 「心理学の現場」 「色彩心理学」 
浅田 実果（アトリエＡＳＡＤＡ）

2017/12/2㈯ 10：40～12：10（90分）
公開講座 「心理学の世界」 「倍音が生み出す音楽の楽しさ」
山崎 晃男（心理学科教授）、等々力 政彦（音楽家・フーメイ）、
三上 賢治（音楽家・ディジュリドゥ）

2017/12/20㈬ 16：20～17：50（90分）
公開講座 「心理学の現場」 「製品開発と心理学」 
須藤 舞（㈱ワコール人間科学研究所）

2018/1/27㈯ 14：00～16：30（150分）
「東大阪のフードスケープ（食景観） 
　　　　　　～天下の台所の右はじから～ 」（仮題）
東大阪市、田代珈琲㈱、三嶋フーズ㈱ （予定）
工藤 春代（ライフプランニング学科准教授）、濵田 信吾（ライフプランニング学科講師）

2018/2/14㈬ 13：00～15：30（150分）
「英語落語発表会」 桂 かい枝（客員教授） 他

2018/3/17㈯ 14：00～15：40（100分）
「桂 かい枝 ＩＮ 樟蔭落語会」（仮題）　
桂 かい枝（客員教授）、田原 広史（（国文学科教授）、森西 真弓（国文学科教授）

■各公開講座・シンポジウムについて
　http://www.osaka-shoin.ac.jp/univ/beautiful/

２１世紀の「美」を考える多彩な催し２１世紀の「美」を考える多彩な催し

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学

希
望
の
花
が
育
つ

　

大
阪
樟
蔭
女
子
大
学
（
大
阪
府
東
大
阪
市
）
は
２
０
３
０
年

ま
で
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を
描
く
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
美 

Ｂ
ｅ

ａ
ｕ
ｔ
ｉ
ｆ
ｕ
ｌ
」
を
打
ち
出
し
た
。
運
営
母
体
の
樟
蔭
学
園

は
今
年
、
創
立
１
０
０
周
年
を
迎
え
る
。
多
く
の
人
材
を
輩
出

し
た
歴
史
と
伝
統
を
踏
ま
え
、
知
性
・
情
操
・
品
性
と
い
っ
た

多
彩
な
「
美
」
を
追
究
し
、
未
来
に
向
け
た
大
学
像
を
構
築
す

る
の
が
狙
い
だ
。
３
年
後
を
め
ど
に
女
性
美
を
ト
ー
タ
ル
に
研

究
す
る
機
関
を
立
ち
上
げ
、幅
広
い
教
育
・
研
究
を
展
開
す
る
。

［学芸学部］ 国文学科・国際英語学科・心理学科・ライフプランニング学科・化粧ファッション学科
［児童教育学部］ 児童教育学科（2018年4月名称変更）　［健康栄養学部］ 健康栄養学科大阪府東大阪市菱屋西4-2-26

大阪樟蔭女子大学

自
立
型
人
材
養
成
の
た
め
の

キ
ャ
ン
パ
ス
環
境
を
提
供

日
本
初
、唯
一
の

化
粧
フ
ァッ
シ
ョ
ン
学
科

健
康
と
栄
養
の
情
報
拠
点

「
く
す
の
き
健
康

　
　
　
栄
養
セ
ン
タ
ー
」を
新
設

２
０
２
０
年
度
に

「
美
科
学
研
究
所
」を
開
設
予
定

　

先
日
、
大
阪
樟
蔭
女
子
大
生
が

実
感
す
る
大
学
の
キ
ャ
ッ
チ
フ

レ
ー
ズ
を
募
集
。
約
１
０
０
点
が

寄
せ
ら
れ
「
希
望
の
花
が
育
つ
」

が
選
ば
れ
た
。

　

価
値
観
が
多
様
化
し
、
予
測
不

可
能
な
時
代
が
到
来
す
る
な
か
、

自
ら
考
え
、
判
断
し
行
動
す
る
女

性
の
育
成
に
対
応
し
た
課
題
解

決
型
教
育
を
展
開
す
る
。
学
生
が

主
体
的
に
学
ん
で
い
く
教
育
環

境
を
整
備
す
る
と
と
も
に
生
活

面
や
キ
ャ
リ
ア
面
で
も
学
生
を

サ
ポ
ー
ト
し
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の

「
希
望
の
花
が
育
つ
」
キ
ャ
ン
パ

ス
環
境
を
提
供
す
る
。

　

一
方
、２
０
２
０
年
度
に
は「
美

科
学
研
究
所
（
仮
称
）」
を
開
設
す

る
予
定
だ
。
企
業
や
自
治
体
と
も

連
携
し
な
が
ら
、
人
に
笑
顔
を
与

え
、
社
会
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
た
ト
ー
タ
ル
に
美
を
追
究

す
る
共
同
研
究
を
進
め
、
そ
の
成

果
を
社
会
に
還
元
し
て
い
く
。

　

が
ん
治
療
の
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
支

援
も
そ
の
一
つ
。
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス

と
は
外
見
、
容
貌
を
意
味
し
、
手

術
や
抗
が
ん
剤
、
放
射
線
治
療
で

生
じ
た
傷
跡
や
脱
毛
、
皮
膚
の
変

色
な
ど
を
多
様
な
化
粧
品
開
発
で

ケ
ア
す
る
取
り
組
み
だ
。
高
田
定

樹
副
学
長
は
「
ア
ピ
ア
ラ
ン
ス
支

援
で
が
ん
患
者
が
社
会
復
帰
で
き

る
こ
と
は
、
社
会
貢
献
度
の
高
い

研
究
に
つ
な
が
る
」
と
期
待
を
寄

せ
る
。
そ
の
ほ
か
、「
健
康
長
寿
に

つ
な
が
る
栄
養
素
の
疾
患
予
防

へ
の
効
果
検
証
」
と
い
っ
た
研
究

テ
ー
マ
な
ど
栄
養
面
か
ら
健
康
美

を
実
現
す
る
研
究
。「
円
滑
な
社

会
生
活
の
た
め
の
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ

ン
」「
現
在
に
生
き
る
伝
統
食
と

食
文
化
」
な
ど
人
間
が
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
の
各
段
階
に
お
い
て
美
し

く
輝
く
た
め
の
研
究
。「
女
性
と

し
て
の
魅
力－

〝
女
子
力
〞
と

は
？
」「
心
の
安
定
を
保
つ
た
め

の
心
理
療
法
」
な
ど
内
面
美
の
実

現
。
美
の
観
点
か
ら
サ
ポ
ー
ト
す

る
子
育
て
や
、
様
々
な
人
々
が

多
様
性
を
尊
重
し
合
え
る
社
会

構
築
に
つ
い
て
の
研
究
。
関
西

発
祥
の
上
方
文
化
の
表
現
美
の

研
究
な
ど
も
対
象
に
据
え
る
。

　

こ
の
一
端
を
担
う
の
が
化
粧
と

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
を
ト
ー
タ
ル
で
学

べ
る
日
本
で
唯
一
と
な
る
学
芸
学

部
化
粧
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
学
科
だ
。

６７
年
続
い
た
被
服
学
科
を
現
在
の

学
科
名
に
昨
年
改
称
し
た
。
４
年

制
大
学
で
は
珍
し
い
美
容
師
を
養

成
す
る
化
粧
学
専
攻
美
容
コ
ー
ス

を
備
え
、
他
大
学
に
は
な
い
独
自

の
美
容
・
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
教
育
を

展
開
す
る
。

　

大
学
院
の
人
間
科
学
研
究
科
で

は
女
性
美
を
テ
ー
マ
に
し
た
多
彩

な
研
究
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
シ

ャ
ン
プ
ー
に
含
ま
れ
る
界
面
活
性

剤
が
皮
膚
の
バ
リ
ア
機
能
に
及
ぼ

す
影
響
を
調
べ
る
研
究
も
そ
の
一

つ
。
担
当
す
る
客
員
研
究
員
、
岡

坂
真
奈
さ
ん
（
写
真
）
は
同
大
被

服
学
科
で
学
び
、「
美
容
業
界
に

役
立
つ
研
究
が
し
た
い
」
と
大
学

院
に
進
学
。
シ
ャ
ン
プ
ー
の
施
術

で
ひ
ど
い
肌
荒
れ
を
起
こ
し
、
美

容
師
を
辞
め
ざ
る
を
得
な
い
ケ
ー

ス
が
多
い
現
状
を
知
っ
た
の
が

き
っ
か
け
だ
。
修
士
論
文
の
研
究

成
果
を
昨
年
の
日
本
薬
剤
学
会
で

発
表
し
た
。
こ
の
業
績
が
認
め
ら

れ
、
今
春
か
ら
中
国
の
化
粧
品
会

社
の
研
究
員
と
し
て
も
活
躍
す

る
。
美
容
師
を
目
指
し
、
専
門
学

校
に
進
む
か
迷
っ
た
が
「
よ
り
幅

広
い
美
容
の
教
養
を
身
に
つ
け
た

い
」
と
進
学
し
た
岡
坂
さ
ん
。「
希

望
の
花
が
育
っ
た
」
一
人
と
言
え

る
だ
ろ
う
。

　大阪樟蔭女子大学が打ち出したグランドデザイン「美 Ｂｅａｕｔｉｆｕｌ ２０３０」。 これを記念し、
さまざまな観点から２１世紀の美を考える多彩な公開講座やシンポジウムが開かれる。

　

来
年
２
０
１
８
年
に
「
く
す
の

き
健
康
栄
養
セ
ン
タ
ー
」を
新
設
。

「
人
間
栄
養
学
」
に
基
づ
い
た
管

理
栄
養
士
・
栄
養
士
を
目
指

す
学
生
の
実
践
教
育
・
研
究

の
場
で
あ
る
と
と
も
に
、
地

域
医
療
や
自
治
体
と
連
携
し

て
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　尼崎市長を２期８年務めた白井文さん（現：㈶大阪府男女共同参画推進財団業務執行理事他）が客室乗務員、市会議員、市長、民間企業
の取締役などさまざまな体験を積んだ自らの人生を振り返り、「他人の依頼を断らなかったことが新しい世界へのスタートだった」と語る。

201７/11/11㈯ 10：30～12：00
◎タイトル： 大阪樟蔭女子大学 グランドデザイン 
　　　　　  美 Beautiful 特別記念公開講演会
◎演　  者： 白井 文 ㈶大阪府男女共同参画推進財団業務執行理事他、前尼崎市長

「自分らしく美しく生きる」

　栄養バランスに優れた食事メニューを提供する大阪国際がんセンター栄養腫瘍科の飯島正平主任部長が「健康につながる食事を楽し
む」と題して講演。病気治療中の食事の楽しみ方について、アドバイスする。また、「菓匠館　福壽堂秀信」（大阪市）の代表取締役社長、
岡本敏嗣氏が「心和ませ、健康につながる和菓子の魅力を」、大阪樟蔭女子大学の大谷幸子教授が「健康につながる食事とは」と題して
講演する。

2018/2/4㈰ 13：00～16：00
◎タイトル： 美 Beautiful 
　　　　　　シンポジウム「心の健康美につながる栄養～食事を楽しむ～」（仮題）

　神戸ファッション美術館の浜田久仁雄学芸員による事業の歩みの解説に続き、大阪樟蔭女子大学化粧ファッション学科の水野夏子講師
が「学館連携事業の今～試着用ローブ・ア・ラ・フランセーズの制作と軍服のレプリカ～」と題して講演。トークセッション「軍服と『紳士服』」
では、兵庫県洋服商工業協同組合の井場幸男理事長と、大阪樟蔭女子大学化粧ファッション学科の川野佐江子准教授が語り合う。

2018/2/17㈯ 13：00～17：00
◎タイトル： 大阪樟蔭女子大学・神戸ファッション美術館学館連携事業公開シンポジウム

「大阪樟蔭女子大学 × 神戸ファッション美術館
　　　　　～美とアカデミアを紡ぐ学館連携事業への誘い～」

各催しは開催内容が決定次第申し込みを開始します。
詳しくはホームページをご覧ください。

美を通して社会に貢献する

 O S A K A  S H O I N  W O M E N ’ S  U N I V E R S I T Y

け
い 

も
う


